
市
で
は
、
赤
れ
ん
が
周
辺
エ
リ
ア
が

持
っ
て
い
る
強
み
や
特
色
を
最
大
限
に

生
か
し
、
こ
の
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
集

客
を
図
る
た
め
に
、
各
エ
リ
ア
の
整
備

内
容
を
定
め
る
「
舞
鶴
市
赤
れ
ん
が
周

辺
等
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に

基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。計
画
（
案
）
の
概
要
は
左

表
の
と
お
り
。

▪
提
出
方
法

　

様
式
は
自
由
。住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
赤
れ
ん
が
周
辺
等

ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
（
案
）
に
対
す
る

意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ

ー
ム
で
企
画
政
策
課
へ
。匿
名
、電
話
、口

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

赤
れ
ん
が
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
に

意見募集

頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間

　

３
月
23
日
㈮
ま
で

▪
計
画（
案
）の
公
表
場
所

　

企
画
政
策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・
東
・
西
・
南
公

民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、東
・
西
図
書
館
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て

実
施
計
画
を
策
定
。ま
た
、
意
見
の
概
要

と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理

し
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表
し

ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課（
☎
66
・
１

０
４
２
、ＦＡＸ  
62
・
５
０
９
９
）へ
。

「
舞
鶴
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度(

市
民
意
見

提
出
制
度)

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
19
人

か
ら
67
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た(

募

集
期
間
：
1
月
4
日
～
2
月
4
日)

。

▪
閲
覧
で
き
ま
す

舞
鶴
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

(

案)

や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
き
制
度
の
結
果
は
、都
市
計
画
課
、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66
・
１

０
４
８
）へ
。

舞
鶴
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
︵
案
︶
に
67
件

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

意見募集

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て
豊
か

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

「
舞
鶴
版
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ

ィ
」を
実
現
し
て
い
く
た
め
、平
成
24
年

度
に
策
定
し
た
健
康
増
進
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に

基
づ
き
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。計
画（
案
）の
概
要
は
左
表
の

と
お
り
。

▪
提
出
方
法

　

様
式
は
自
由
。住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
健
康
増
進
計
画

中
間
見
直
し
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と

明
記
し
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
、
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

で
健
康
づ
く
り
課
へ
。匿
名
、
電
話
、
口

頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間

　

３
月
15
日
㈭
ま
で

▪（
案
）の
公
表
場
所

　

健
康
づ
く
り
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・
東
・
西
・

南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、東
・
西
図

書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て

計
画
を
策
定
。ま
た
、意
見
の
概
要
と
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
公

表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・

０
０
６
５
、ＦＡＸ  
62
・
０
５
５
１
）へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

﹁
健
康
な
ま
ち
・
ま
い
づ
る
﹂の
実
現
に
向
け
て

意見募集舞鶴市健康増進計画　中間見直し（案）の体系
基本
理念

　一人ひとりが主人公
　　みんなでつくろう健康なまち・まいづる

基本
方針

❖ライフステージに着目した健康づくり
の推進

❖子どもが安心して健やかに成長、発達
するための、妊娠期からの切れ目ない
支援 

❖生活習慣病の予防、介護予防などによ
る健康寿命の延伸に向けた取り組み
の推進 

❖全ての市民が健康に暮らすためのまち
づくりの推進

重点施策の方向性　
❖妊娠中から出産、子育て期の支援体制の充実 
❖健やかな子どもの成長、発達のための健康づ

くりの推進
❖働き盛り世代からの運動、食生活および歯・

口腔の健康に関する生活習慣改善の推進
❖健（検）診受診率向上と生活習慣病の発症予

防、重症化予防の徹底
❖身近な地域で取り組む介護予防の推進
❖身近な人と共に、楽しみながら取り組む健康

づくりの推進
❖社会全体で市民の健康づくりを支援する環

境整備
❖知らず知らず健康になるまちづくりの推進

整備方針
❖イメージ・魅力の活用と向上を図る整備の実施

舞鶴の「赤れんが」「海・港」のイメージや魅力を最大限活用するとともに、魅力向上のた
めの整備を実施する

❖人の賑わいと流れを生み出す整備の実施
人 が々楽しく安全で快適に移動でき、赤れんが周辺の回遊性と各施設の連携を高めるた
めの整備を実施する

❖150万人を受け入れる基盤整備の実施
年間来場者数150万人の受け入れが可能な交通インフラや駐車場等を整備する

整備の
基本的な
考え方

①赤れんが倉庫の保存と活用
　国の重要文化財である赤れんが倉庫群の保存と活用を進め、地域住民にも

開かれたオープンな拠点として整備する
②広場整備
　防衛省三角地を赤れんがパークのゲートウェイとして、道の駅や交通ターミナ

ル機能を導入するとともに、来場者を迎え入れる広場を整備する。また、パー
ク内においても、景観的特徴を踏まえた広場の整備を行う

③親水エリア整備
　来訪者が「海・港」を身近に感じることができるとともに、エリアの回遊性を高め

るため、海沿いにボードウオークなどを整備する
④市役所前整備
　来庁者に安全で円滑な導線を整備するとともに、路線バスなどの乗降場所を

整備し、利便性の向上を図る
⑤道路・歩道・交差点計画
　車でのアクセスを向上させ、混雑時の渋滞緩和に対応する道路整備を行うと

ともに、歩行者の安全を確保する
⑥駐車場整備
　来場者の増加を想定して新たな駐車場を整備するとともに、駐車場の有料化

を検討する

舞鶴市赤れんが周辺等まちづくり実施計画（案）の概要

市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
施
設
の
使
用
料
・
窓
口
で
の
証
明

手
数
料
の
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
統
一
ル
ー
ル
と
な
る
「
舞

鶴
市
受
益
者
負
担
（
使
用
料
・
手
数

料
）に
関
す
る
基
本
方
針
」の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
基
本
方
針（
案
）が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見

提
出
制
度
）に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。方
針

（
案
）の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。

▪
提
出
方
法

　

様
式
は
自
由
。住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、「
受
益
者
負
担
に
関

す
る
基
本
方
針
（
案
）
に
対
す
る
意

見
」と
明
記
し
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ

ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
、お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
で
企
画
政
策
課
へ
。匿
名
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
受
益
者
負
担
の
適
正
化

意見募集

電
話
、
口
頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間

　

３
月
30
日
㈮
ま
で

▪
方
針（
案
）の
公
表
場
所

　

企
画
政
策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・
東
・

西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
基
本
方
針
を
作
成
。ま
た
、
意
見
の

概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
整
理
し
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課（
☎
66
・

１
０
４
２
、ＦＡＸ  
62
・
５
０
９
９
）へ
。

受益者負担（使用料・手数料）に対する基本的な考え方
単に料金の見直しではなく「市民の皆さんに使っていただける施設を目指した取り組みの推進」や「適正な利用者負
担のあり方」を目指す

「受益者負担（使用料・手数料）に関する基本方針」（案）
利用者の受益と負担のあり方や負担額の根拠などのルールを明確にするもので、この方針に基づき、使用料・手数料
の料金等の見直しを進める

主
な
基
準

行政サービスの向上 合理的・効果的な施設の管理運営を行い、維持管理経費の削減に努める。
サービス改善などによる利用促進に努める

「受益者負担の原則」に基づいた
適正な利用者負担

施設の利用者と利用しない人の「負担の公平性」を確保する「適正な利用
者負担のあり方」を考える

負担額の根拠や適正な利用者負
担の考え方を明確化

施設の維持管理経費や各種証明書等の発行に係る経費を示し、負担額の
根拠や利用者負担の考え方を示す

減額・免除の基準の整理・統一化 公益上の必要性や政策の推進のため減免を行っているが、効果とともに課
題も生じており、減免の基準の整理を行う

舞鶴市受益者負担（使用料・手数料）に関する基本方針（案）の概要

▪ JR のダイヤ改正（特急列車）
　京都行き最終特急（綾部駅まではリレー号）の出発時間が繰り下げ。

東舞鶴駅発 綾部駅発（はしだて 10 号） 京都駅着

現行 18:51 19:42 20:48
改正後 19:40 20:13 21:19

▶詳しくは、JR 西日本お客様センター（☎ 0570・00・2486）へ。
▪京都丹後鉄道のダイヤ改正

【宮舞線・宮豊線】❖９時〜 18 時台の西舞鶴駅発車時刻を毎時 37 分
発に統一❖ 19 時以降の西舞鶴駅発車時刻を毎時 29 分発に統一

【観光列車】３月 18 日㈰から丹後くろまつ号の西舞鶴駅‐天橋立駅
間コースを新設（金・土・日曜日、祝日のみ運行。予約が必要）

始発駅 終着駅 料金（1 人）
ランチコース 12:48（天橋立） 14:50（西舞鶴） 10,800 円

スイーツコース 15:30（西舞鶴） 16:45（天橋立） 5,500 円

▶詳しくは、京都丹後鉄道（☎ 0772・25・2323）へ。

鉄道ダイヤ改正  ３月17日㈯から
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